
85

第
２
章  

加
盟
団
体
の
あ
ゆ
み

　　 これまでのあゆみ

　グラウンド・ゴルフは、「いつでも」「どこでも」「だれ
でも」できる生涯スポーツとして昭和57年に鳥取県泊村
（現湯梨浜町）で開発され、今では全国各地で多くの人々
に愛好されている。平成27年からは国民体育大会公開
競技種目となり、国民的スポーツとして認知されるまでに
なった。
　島根県グラウンド・ゴルフ協会は、平成２年に設立し、
同時に日本グラウンド・ゴルフ協会に加盟した。また、島
根県体育協会には平成28年に加盟した。
　第30回全国グラウンド・ゴルフ交歓島根県大会を平成
29年９月２日～３日に島根県立浜山公園で開催した。本
大会にはスポーツ庁長官らを来賓に迎えて、全国から約
1800人が参加した。スポーツ庁長官のグラウンド・ゴル
フ大会出席は、島根県大会が初めてであった。

 主　　要　　年　　表

平成２年 ４月 島根県協会設立、日本協会加盟
６月 第１回島根県交歓大会

平成４年 10月 第５回全国スポーツレクリエーション祭大会

平成７年 11月 第８回全国健康福祉祭大会

平成12年 ６月 第６回中国地区大会

平成15年 ６月 第１回中国地区普及指導員研修交歓大会

平成17年 ５月 第11回中国地区大会

平成20年 ６月 第６回中国地区普及指導員研修交歓大会

平成22年 ５月 第16回中国地区大会

平成25年 ６月 第11回中国地区普及指導員研修交歓大会

平成26年　　９月 島根県協会ホームページ開設
　　　　　　　 　 11月 第１回島根県レディス交歓大会

平成27年　　６月 第21回中国地区交歓大会

平成28年　　４月 島根県体育協会加盟

平成29年　　９月 第30回全国交歓島根県大会

平成29年 ４月 第１回倉井毅杯交歓大会
　　 ６月 第16回中国地区普及指導員研修交歓大会

令和元年　　９月 第１回島根県知事杯交歓大会

令和４年　 　６月 第26回中国地区交歓大会
　　　　　　　　　　７月 第１回HATACHI杯島根県大会

　　 現在の状況

　本協会の主催・主管大会は、登録会員の地域分布も考
慮し、関係施設が集積している出雲市で年間７～８回開

催しており、大会には500人～800人が参加している。一
方、出雲市で開催する大会に参加が難しい遠隔地の会員
の便宜を図るため、ブロック大会を開催している。また、
中国地区では、毎年、持ち回りで２つの大会が開催され
ており、２～３年に１回、本協会が主管し、中国地区大
会を出雲市で開催している。
　本協会の会員登録数は、国内で新型コロナウイルス感
染症が初めて確認された令和２年以降に大きく減少し
た。令和５年度の登録会員数は3272人であるが、その
年齢構成は、70歳以上が93.7%を占めており、登録会
員の高齢化が進んでいる。会員の確保、特に60歳代会
員の確保は、本協会の継続的・安定的な運営・活動のた
めには、喫緊の重要課題となっている。

第30回全国交歓島根県大会参加者を歓迎

　　 これから

　登録会員減少の要因は、コロナ禍のほか、高齢化、
病気、人間関係、交通困難等による退会者の増加がある
が、一方で年金支給等の社会経済状況が変動したため、
以前より新規登録会員が確保できないことがある。
　今後は、本協会の開催大会の魅力度アップ、初心者講
習会の開催、小学生のクラブ活動支援、広報活動の強化
等により、県内のグラウンド・ゴルフ愛好者の一層の加
入登録に努めたいと考えている。

島根県グラウンド・ゴルフ協会

　　 これまでのあゆみ

　島根県エアロビック連盟は、エアロビックの健全な発
展と普及振興を図るとともに、超高齢化社会を迎えた県
民の健康体力づくりと健康寿命延伸を目的としたスロー
エアロビックの普及活動のため、平成27年４月に連盟設
立と同時に活動を始めた。
　エアロビックスポーツの領域区分は、
　・競技スポーツとしての「競技エアロビック」
　・ 健康スポーツとしての「スローエアロビック」「アダプ

テッドエアロビック」
　・ 教育スポーツとしての「学校体育でのエアロビック」
と大きく３つに分類される。

　スローエアロビックは、音楽に合わせて行う、「シンプ
ル」「スマイル」「ソフト」の軽運動である。
　☆シンプル・・ 「胸を開く」「体側を伸ばす」「体をひね

る」の３つの動きがベース
　☆スマイル・・ 仲間と一緒に楽しく行うことで、心と身

体の健康維持が期待できる
　☆ソフト・・・ 運動中も「楽だ」と感じる低強度で行

う
　　　　　　　 （若い人で90～110拍／分程度、高齢者

で80～100拍／分程度）
　このように、楽しく体を動かすことが脳フィットネスを
高め、認知症予防に役立つことが分かってきたので、島
根県エアロビック連盟としても普及をする事を決め、活動
を始めた。

　　 現在の状況

事業内容
普 及 活 動： 総合型地域スポーツクラブや公民館を中心

に、県内２～３ヵ所で教室体験を行い、次
年度では定期講座へ移行する活動。

指導者育成：  指導員養成講習会を年１～２回開催してい
る。

　　　　　　 ２回開催時は、東部と西部に分けての開催
を実施。

交 流 事 業： 県内の総合型地域スポーツクラブの会員交
流を支援。

　　　　　　 イベント参加者に、スローエアロビックの
体験をしてもらう。

　　 これから

　多くの県民の方々に、スローエアロビックを体験してい
ただき、参加者としてまた地域指導者として、連盟の活
動に携わっていただく仲間づくりをしていきたいと思って
いる。
　また、日本エアロビック連盟は、国民スポーツ大会の
公開競技から正式種目への実現を目指している。島根県
も２巡目の開催を控えて、公開競技としてエアロビック種
目の開催が決定した。今後、競技スポーツとして選手育
成も視野に入れて活動したいと思っている。

他団体との交流も

スローエアロビック指導者育成講習会

島根県エアロビック連盟

スローエアロビック無料教室体験




